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レポート
視聴報告書
行動観察
課題プリント

５編生態と環境
　１章個体群と生物群集

個体群と環境・構造と成長につ
いて具体的な場面も含めて理
解する。個体間・種間の相互作
用について具体的な場面も含
めて理解する。生態系からみた
生物について理解し，活用する
ことができる。生物群集の成り立
ちと多種の共存について理解
し，活用することができる。

　２章生態系の物質生産と物質循
　　　 環
　３章生態系と人間生活

食物網と物質生産につい
て生態系の物質収支と生
態ピラミッドについて具体
的な場面も含めて理解す
る。生物多様性・人間社会
の変化と生態系について
具体的な場面も含めて理
解する。生態系の復元に
ついて理解し，活用するこ
とができる。

単位認定試験

　３章植物の環境応答

植物ホルモンと光受容体・環境
要因による発芽の調節につい
て具体的な場面も含めて理解
する。茎や根の成長と環境要因
の影響について具体的な場面
も含めて理解する。花芽形成と
環境要因の影響・果実の形成と
成熟のしくみについて理解す
る。器官の老化と脱落のしくみ
について理解し，活用する。

スクーリン
グ

6月～7月
（１0月～12

月）

メディア学
習により免
除

4

レポート
視聴報告書

　３章遺伝子を扱う技術

遺伝子を増幅・塩基配
列を解読技術について
具体的な場面も含めて
理解する。
遺伝子組換え技術の利
用・技術課題について
具体的な場面も含めて
理解する。

４編生物の環境応答
　１章動物の刺激の受容と反応
　２章動物の行動

刺激の受容から反応への流れ・
ニューロンの興奮について理解
する。刺激の受容と感覚につい
て具体的な場面も含めて理解
する。中枢神経系での情報処
理について具体的な場面も含
めて理解する。効果器について
具体的な場面も含めて理解す
る。動物の行動について理解
し，活用することができる。

0

前
期

(
後
期

)

３編遺伝情報の発現と発生
　２章発生と遺伝子発現

原核生物・真核生物の遺伝子
発現の調節について理解す
る。
動物の発生について具体的な
場面も含めて理解する。
胚の細胞の発生運命と遺伝子
発現・発現の調節について具
体的な場面も含めて理解する。
動物の形と調節遺伝子の発現
について理解し，活用すること
ができる。

5月
（11月）

メディア学
習により免
除

評価方法

目標
【学習指導要領】

生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学
的に探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を
深め，科学的な自然観を育成する。

目標に向けての具体的取り組み
【指導上の留意点】

生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探究するために必要な観
察、実験に関する基本的な技能を身に着けるようにする。

評価の観点

【知識・技能】：自然の事物・現象に対する概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けている。
観察，実験などを行い，基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に記録，整理し，自然の事物・現象を科学的に探究
する技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】：自然の事物・現象の中に見通しをもって課題や仮説を設定し，観察，実験などを行い，得られた結果を分析して解
釈し，根拠を基に導き出した考えを表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】：自然の事物・現象に主体的にかかわり，それらを科学的に探究しようとするとともに，探究の過程などを
通して獲得した知識・技能や思考力・判断力・表現力を日常生活や社会に生かそうとしている。
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